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当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の

改善等から設備投資が増加するなど、緩やかな景気回

復基調となりました。一方、個人消費につきましては、

雇用、所得環境の改善が見られたものの、税制改正や

社会保険料の引き上げによる将来不安などから顕著な

回復には至りませんでした。

乳業界におきましては、脱脂粉乳の過剰在庫解消に

向けて業界全体で取り組んだものの、飲用牛乳の消費

が低調に推移したこともあり、依然として過剰な水準

で推移しました。

このような状況下におきまして、明治乳業グループ

では、ヨーグルト・プロバイオティクス事業などのコ

ア事業への経営資源の集中、技術力および商品開発力

の徹底強化、グループ経営の推進と競争力の強化、信

頼される「 」ブランドの確立などに注力して

まいりました。

その結果、当連結会計年度における明治乳業グルー

プの売上高は、前期比1.9％減の7,109億8百万円と

なり、営業利益は前期比3.0％増の199億8千9百万

円、経常利益は前期比5.8％増の201億7千9百万円

となりました。

なお、平成17年10月1日より、大阪府貝塚市にて、

当社関西工場が稼働を開始いたしました。当社では当

該工場を西日本地区のヨーグルト・プロバイオティク

ス事業の基幹工場と位置付けております。

明治乳業グループを取り巻く経営環境は、景気は回

復基調で推移しているものの、原油高や素材価格の高

騰による企業業績への影響が懸念されるところとなっ

ており、個人消費につきましても、税制や社会保険料

の見直しによる家計負担の増加といった要因などによ

り、大幅な改善は見込めない状況にあります。

また、乳業界におきましては、これまでの乳業界に

おける競争から従来の枠組みを超えた食品企業間での

競争へと変容しており、「食」を巡る市場競争は一層

激化することが予想されます。

なお、飲用牛乳などの消費低迷や、WTO農業交渉

における乳製品自由化の動向によっては、グループ経

営に大きな影響を与える可能性があるものと認識して

おります。

このような厳しい環境下ではありますが、明治乳業グ

ループでは、「独自の技術力、商品力を活かして世界の

食品トップ企業と互角に競争できる食品企業グループと

なる」という長期ビジョンを掲げ、グループ全体の企業

価値のさらなる向上を図っていく所存であります。

当社では、「新・総合乳業の創造」を基本コンセプ

トとした中期経営計画（2006年度～2008年度）を

策定いたしました。

当社は、長期ビジョンの下、乳および乳業技術を事
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業基盤とし、独自性の高い技術開発力を通じてお客様

に健康とおいしさを提供し続け、より多くのお客様の、

さらなる支持を獲得し続けることにより、世界に通用

する高収益企業になるべく挑戦してまいります。

具体的には、各事業分野ごとに、「ヨーグルトは明

治」と言われるようなNO.1事業を複数構築してまい

ります。加えて、事業の重複領域や境界領域を強く意

識した事業の運営・展開を図るなかで、事業同士の強

いつながりによるシナジーを創出することにより、全

体としてさらに大きな総合力を発揮できるよう推進し

てまいります。

次に、「 」ブランドや、「明治ブルガリアヨー

グルト」、「明治おいしい牛乳」といったプロダクトブ

ランドにおけるブランドマネジメントおよびコミュニ

ケーション活動をより一層強化・推進してまいります。

また、さらなる経営効率を追求するために、少数精

鋭体制を確立し、グループ全体での間接部門の合理化

や集約、物流費の低減など固定費の削減を推進してま

いります。

これらにあわせまして、食品安全管理体制のより一

層の充実を図るとともに、環境との調和を重視し、コ

ンプライアンスに立脚した事業運営を推進してまいり

ます。

株主の皆様におかれましては、なお一層のご理解と

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成18年6月
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アイスクリーム部門 飲料部門

その他部門

「明治エッセルスーパーカップ」が伸長したもの

の、前期の猛暑の反動もあり、当部門の売上高は

前期比3.7％減の366億3千6百万円となりました。

前期の猛暑の反動もあり、当部門の売上高は前

期比2.9％減の312億5千6百万円となりました。

栄養食品が堅調に推移したものの、マーガリン類の会計処理方法の変更による影響などにより、当部門の

売上高は前期比5.7％減の548億3千9百万円となりました。

明治エッセル
スーパーカップ

明治
うずまきソフト

Aya Creamy
バニラ

明治アクアブルガリア ミニッツメイド
オレンジ&マンダリン

ヴァームシリーズ ピッツァ＆ピッツァ2枚入
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連結財務諸表

（ 資 　 産 　 の 　 部 ）

流 動 資 産

固 定 資 産

資 　 産 　 合 　 計

（ 負 　 債 　 の 　 部 ）

流 動 負 債

固 定 負 債

負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

（ 資 　 本 　 の 　 部 ）

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

自 己 株 式

資 本 合 計

負 債 、 少 数 株 主 持 分 及 び 資 本 合 計

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目

連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

当　期
平成18年3月31日現在

136,458

224,675

361,134

167,346

78,817

246,164

2,273

23,090

21,434

58,505

10,059

△ 394

112,695

361,134

前　期
平成17年3月31日現在
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（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目

連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

当　期
平成17年4月 1日から
平成18年3月31日まで

710,908

515,712

175,205�Â
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単体財務諸表

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（ 資 　 産 　 の 　 部 ）
流 動 資 産
固 定 資 産
資 　 産 　 合 　 計
（ 負 　 債 　 の 　 部 ）
流 動 負 債
固 定 負 債
負 債 合 計
（ 資 　 本 　 の 　 部 ）
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
その他有価証券評価差額金
自 己 株 式
資 本 合 計
負 債 及 び 資 本 合 計

科　　目

貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

当　期
平成18平成










